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21 医療 

（１）関連グラフなど 

 

【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、 

重要度をタテ軸にした場合の 

位置づけです。 
 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37項目の中から、 

特に重要と思う項目を 

５つ選んでもらった位置づけです。 
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9.3

12.1

8.6

15.5

12.7

3.7

10.0

16.2

17.6

28.5

4.3

2.8

4.7

1.5

6.4

25.2

8.4

32.2

39.6

36.8

8.9

9.3

2.2

18.3

3.4

4.8

10.5

18.0

2.2

10.9

17.3

13.4

17.7

4.3

5.0

4.9

11.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1.自然環境の保護

2.環境問題への取組

3.景観の保全、向上

4.防災

5.消防・救急

6.交通安全

7.犯罪防止、消費者保護

8.ごみ収集、リサイクル

9.道路や歩道

10.除排雪

11.公園、緑地

12.住宅、宅地

13.水道、水質

14.下水道

15.公共交通

16.子育て支援（保育園）

17.健康づくりや病気予防

18.医療環境

19.国保病院

20.高齢者福祉

21.障がい者(児)福祉

22.地域福祉

23.教室や講座など

24.幼稚園､小中高校

25.芸術文化

26.スポーツ

27.青少年育成

28.農業

29.林業

30.商工業

31.観光

32.特産品の開発、販売

33.企業誘致や起業支援

34.地域の活動､行事

35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会

37.役場の窓口、サービス

【問３】特に重要と思うもの（５つまで選択/町民813人）
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59.3

44.3

8.0

20.5

32.4

12.6

7.1

37.9

26.0

30.7

57.6

41.6

39.9

2.9

0% 20% 40% 60%

家族が住んでいるから

友人・知人が多いから

子育て、子どもの教育に良い環境だから

交通が便利だから

働く場所があるから（近いから）

医療や福祉面に概ね不安がないから

スポーツや文化活動ができるから

日常生活が便利だから

現在の近所づきあいが良好だから

気候条件が良いから

自然災害が少ないから

ここで老後も生活を続けていけそうだから

町外に移りたいという理由が特にないから

その他

【問４-①】町内に住み続けたい理由（すべて選択/589人）町民 

町民 

36.4

23.1

21.7

44.1

42.7

57.3

12.6

30.1

9.1

9.1

2.8

62.9

14.7

0% 20% 40% 60% 80%

家族が町外に住んでいるから

友人・知人が少ないから

子育て、子どもの教育環境として不安があるから

交通が不便だから

働く場所がないから（遠いから）

医療や福祉面が不安だから

スポーツや文化活動が十分にできないから

日常生活が不便だから

現在の近所づきあいが良好でないから

気候条件が良くないから

自然災害が心配だから

ここで老後も生活を続けていくことに不安があるから

その他

【問４-②】町外に移りたい理由（すべて選択/143人）
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43.4

17.9

3.8

7.5

3.8

37.7

59.4

3.8

26.4

11.3

0% 20% 40% 60%

自分に合う仕事がない（力を発揮できる仕事をしたい）

交通が不便だから

自然がきびしいから（冬の寒さ、雪など）

生活環境が悪いから（道路、公園、住宅など）

医療（病院）や福祉面が不安だから

新しい物や情報が不足しているから

買い物や遊ぶ場が少ないから

人が少なくさみしいから

一人暮らしをしてみたいから

その他

【問３-①】町外に住みたい理由（あてはまるものすべて選択）中高生 

40.3

46.7

24.6

53.5

76.3

16.7

17.7

1.2

52.1

23.5

34.5

59.6

37.5

36.8

12.7

2.9

0% 20% 40% 60% 80%

自然と共生する美しいまち（自然が豊かで、環境にやさしい）

農林畜産業や商工業など活力ある産業のまち（経済的に豊か）

多くの人が訪れる観光・交流のまち

便利で快適に暮らせるまち（生活環境が整った）

健康で安心して暮らせるまち（保健・医療や福祉が充実）

教育・文化・スポーツなどが充実したまち（生涯学習がさかん）

郷土を愛し、町民同士がふれあい豊かに暮らすまち

その他

■町民

■中高生

【問６】将来の美幌町に望む姿（３つまで選択/上段：町民、下段：中高生）
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（２）現計画の検証 

 

施策 主な取り組み 進捗状況 問題・課題 今後の見通し、方向性 

国民健康
保険病院
の充実 

固定医師の確保 インターネットによる医
師募集広告の掲載 

関係機関への医師招聘活
動 

 常勤医師確保により
収益の向上及び安定
的な医療の確保 

新たな診療科の
検討 

腎臓内科、総合診療科の
新設 

新たな診療科の開設
により医療体制の充
実、医業収益の増収
を図る 

常勤医師確保による
新たな診療科の開設 

医療ソーシャル
ワーカー※によ
る相談充実 

ソーシャルワーカーによ
る医療相談 

他病院への転院や施設へ
の入所相談 

 患者の抱えている経
済的、心理的、社会
的問題の解決、調整
の援助などの相談業
務の充実 

地域包括ケア※
の推進（保健・
福祉との連携） 

平成 25 年 6 月に地域医
療連携室を開設 

 地域医療連携室を窓
口として保健・福
祉・介護との連携強
化を図る。 

医療機器の充実 平成 22 年度より医療機
器更新計画に基づき順次
更新 

 安心･安全な医療提
供のため順次更新し
ていく 

広域医療
体制の充
実 

病診、病病連携
※の推進 

平成 25 年 6 月に地域医
療連携室の設置 

 他の医療機関との機
能分担を行い、町内
唯一の有床病院とし
て救急医療・広域医
療体制の維持を図る 

広域医療組織の
設立検討 

平成 24 年 2 月に自治体
病院等広域化連携構想を
推進するため北見市・美
幌・津別・訓子府・置戸
の 1市 4町で「北見地域
医療提供体制検討委員
会」が設立され広域的観
点から「北見地域行動計
画」が策定された。 

診療科目の再編、民
間病院・診療所との
機能分担及び連携強
化の検討・協議 

圏域における自治体
病院の役割を明確に
し、診療科目の再
編・機能分担及び連
携強化により健全な
病院経営を図る 

救急医療
体制の充
実 

国保病院におけ
る救急医療体制
の充実 

大学医局からの休日医師
派遣 

常勤医不足により医
師の負担が増加し、
救急医療体制の維持
が困難となる 

常勤医師確保による
安定した医療の確保 

※医療ソーシャルワーカー：医療分野におけるソーシャルワーカー。治療を進めて行く上で持つ不安や心配ごとを聞き、
解決へ向けたアドバイスを行う専門職。 

※地域包括ケア：病院を中心に保健・福祉分野との連携により、早期診断、予防活動、退院後のリハビリ、老健・介護
施設でのケア、訪問診療などを一体化し、総合的に健康管理を行うサービス。 

※病診、病病連携：より良い医療の構築のため、病院と診療所、他の病院が協力して、よりよい医療を提供すること。 
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（３）意見、提案 

 

：小学生 ：中高生 ：育児ママ ：自衛隊 ：高齢者 ●：町民 ○：職員 

 

 医者がいない。結局北見に行く。リハビリのできる大きな施設もない。足元や身体の不自

由な方にやさしい町になってほしい。 

 入院できる小児科が町内になく、北見までいかなければならない。実家が遠い人は兄弟がい
ると通うのが難しい。 

 療育病院で診察まで時間がかかる（半年から１年待ち）。訓練はその後になる。時間がかか
りすぎる。 

 町内の民間病院では、ネットでの予約ができる。国保病院でもできるようにならないか。 

 病院の充実。（60代） 

 国保病院を中核とした病診連携と、医療・介護・福祉の地域包括ケアシステムを実効性あ

るものに整えてほしい。（男性・60代） 

 医療施設は、地元で全て終えられるような、充実した、安心できる医療を受けられる施設

がほしい。（女性・50代） 

 産婦人科（病棟）があると、妊婦さんやこれから結婚される方も助かると思います。（交通

費、時間の短縮、上の子への配慮など→大きなお腹で上の子を連れて北見まで行くのは大

変。）（男性・40代） 

 産婦人科が早く欲しい。北見まで行くのが不便。（女性・10～20代） 

 現在入院できる場所が少ないので、入院時に安心できるだけの医療技術の向上に留意して

欲しい。（男性・40代） 

 産科が無いので、とても不便。特に切迫早産になってしまったので、町内に産科がないの

はとても不安。子供も増えないのではないか。（女性・30代） 

 産婦人科が美幌にないのは大変不便なので検討してほしい。（男性・30代） 

 産婦人科の充実。（60代） 

 産婦人科の病院をつくってほしい。（女性・40代） 

 病院はあるが、信用できる医師が少ない。（男性・50代） 

 美幌町にも産婦人科のある病院があると便利。２人目以降となると、上の子を連れて北見

まで健診に行くのが大変。臨月になると毎週健診になり、お腹も大きくなっての運転も大

変です。（女性・10～20代） 

 国保病院の先生をどうにかして欲しい。（誤診されて北見日赤に行ったら怒られた。）（女

性・30代） 

 医療環境の充実。（現状個人病院の方が充実している。）国保病院の充実－医師の充実（現

状レベル低い）、産婦人科の設置、眼科の充実。現実味はないが、建物ごと厚生連にでも引

き受けてもらえば…。（男性・50代） 

 安心して通える病院が…。国保病院は大きいだけで、あまり…。町民皆が、安心できる医

療施設あったら良いな。（女性・10～20代） 

 医療の充実は、医師の常駐が無理であれば、医大学へ（医師派遣の）誘致を行い、国保病

院に配属できるような体制ができないか。（男性・50代） 

 大きな箱物の病院があっても安心してかかれない。そんな町民の声を聞く事から始めなけ

れば、この町に老後もなんて考えられない。つまり不安…だから町外へと。（女性・50代） 
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 国保病院の医療体制の民間との大きな違い。診療時間（始まり、終わり）、事務（会計のス

ピード）、待ち時間の短縮など。（以前より今年はよくなってきていると思いますが…）（男

性・60代） 

 国保病院の充実。（女性・40代） 

 今年、国保病院の院長が交代しましたので、病院の対応、信頼、技術力の向上に取り組ん

で頂きたいと思います。私達が安心して受診出来る医療機関にして頂きたいと思います。

（60代） 

 他の市、町に行かなくてもよい医療。国保病院の医者の確保。（60代） 

 国保病院は医者が突然居なくなったりして、結局北見の日赤とかに通院するはめになるし、

費用がかさんで（交通費等）とても不便です。常駐してくれる医者の確保をきちんとして

欲しい。（女性・50代） 

 国保病院を充実させてほしい。町の最重要機関病院のはずなのに、その役目を果せていな

い。（女性・10～20代） 

 国保病院には大きな不満を持っています。今、外科は先生がいないようですが、今までい

た先生、特に院長はひどかった。骨折しているのも見逃すし、簡単な手術もうまくできず、

日赤に行った人も知っています。また、救急車で、直接日赤に行ってほしい（日赤からそ

うするよう言われていた）と言っても、決まりなのでまず国保に！と言われて時間がむや

みにかかったという人も聞いています。国保に行ったら治るものもよけいに悪くなると町

民の間ではよく言われています。前の小児科の先生は、熱を出しても 40℃までは病院に来

なくていいと、孫がかかった時に私は直接言われました。とにかく国保病院の先生方の技

術はもちろん、意識の向上を望みます。こんなことを書く事自体町民としてはずかしいこ

とです。（女性・60代） 

 国保病院の充実化。婦人科の復活。（女性・60代） 

 国保病院は、働いている人は行けない時間帯にやっている病院です。外来に看護師が多す

ぎます。何の為に、むだな病院を町で経営しているのかわかりません。休日にやむなく受

診しても、その足で北見の病院に行ったことが何度もあります。改善してほしいです。老

人ホームをたくさん建てて、町外の人も受け入れ、老人の町にしたら病院もいいかも。（女

性・40代） 

 国保病院を中心とした医療環境、特に産婦人科等の充実を期待します。（男性・50代） 

 国保病院に子供が小さな時は良く通っていましたが、医師の言動等、また看護師の対応等

に不満があり、ずーっと行ったことがありませんでした。最近は良い医師が来ていると聞

きましたが、また戻ったとか…。良い医師が定着するようにして欲しい。（女性・60代） 

 国保病院の医師不足は深刻だが、質が悪い。誤診エピソードもよく聞くし、看護師もスキ

ルアップをしている様ではなく、タラタラと働いている感じ。「国保に行ったら殺される」

という言葉の実体をちゃんと見るべき。都合の悪いことは「馬の耳に念仏」にならないよ

うに。（女性・40代） 

 国保病院は町内唯一の入院施設であり、現状の医師の時間外の負担等、医師数の確保に切

迫感を持って取り組んで頂きたいと思います。（女性・50代） 

 国保病院は産婦人科も無いので、有れば良いなと思います。（女性・30代） 

 町で唯一入院できる国保病院に対してあまりいいイメージが無く、質が高い医療とは思え

ない。設備ではなく、医療者の意識の問題。昔ながらの病院という感じ。（女性・40代） 

○ 美幌に不足する診療科目（施設）の誘致。全ての病気が取りあえず町内で治療できること
で、安心・安全・便利なまちづくりが確立される。 

○ 産婦人科が無い。最先端医療器具等を導入してみてはどうか 

○ 子どもを安心して育てることのできる医療環境整備と、乳幼児医療制度の拡充。 
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○ 必要な医療がすぐに受けられる環境づくり。高度医療は大規模な病院などに任せることに
なると思われるが、それらの医療機関につなぐためにも、治療･診療に当たる、専門科医師

や医療技術の充実。 

○ 現在の国保病院は外来患者が少なく、町民からも「どんなに具合が悪くても国保病院にだ
けは行きたくない。」と言う声を聞き、町民から信頼されている病院とは思えません。『町

立病院が信頼出来ない＝町に不信任感を抱く』ということになり兼ねず、信頼できる医師

を確保こそが最大課題と感じます。信頼できる医師が確保できれば、安心して住める町へ

の最大要因ともなり、患者が増えれば大幅な黒字経営となり美幌町の財源として見込める

ようにもなります。信頼できる医師を確保するのが困難なのであれば町立運営に拘らず、

民間病院へ経営譲渡又は売却も視野に入れる。 

○ 国保病院の常勤医確保。外科・整形外科・産婦人科医師の確保 

○ 救急告示医療施設の充実。町民の多くが、町外の病院に通院若しくは入院していることか
ら、受診科の増設により、町内で通院、入院が出来る医療体制の充実。 

○ 告示病院機能の充実化。産科・整形外科・眼科等の診療科目がないために、町外の医療機
関への受診を余儀なくされている現状である。健康で長生きを楽しめるまちとは、根本的

に掛け離れており機能等の充実を図り、疾病等を地元病院で完結出来る医療体制の構築が

必要不可欠であると考える。 

○ 常勤医師不在による外科の休診、産婦人科の休診が町民からの町立病院の不安や不信に繋
がっていると思われるので、早急に常勤医師確保が必要だと思われる。 

 

  


